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音 物理的振動 身体

強い弱い

早い遅い

高い低い

心

音楽

リズム（律動）

メロディー（旋律）

ハーモニー（和声）

動物の叫び声

鳥のさえずり
聴覚を刺激

感情的反作

用

音楽体験 情動喚起

音で伝える

コミュニケー

ション

二音の連なり メロディー

情動性のまとまり

メロディーの連続
たえず新しい情感性を

刷新しつつ喚起

生き生きとした今

「現在」がたえず「過去」を繰

り込み、時間とともに情感性を

豊かにする

無機的な音 有機的な音

唱歌

映画（物語と

音楽）

民謡（民族）

国の文化、民族

のアイデンティ

ティー

元気になれる いやし 気持ちいい

人間のつくり出したもの

みんなで一緒に歌

う、踊る
一体感

交響曲 オペラ

グレゴリオ

聖歌

宗教の言葉、祈り

音楽は言葉に依存しなが

ら展開

歌曲、フーガ、ソナ

タ

物語のあるオペラ

映画
映像と言葉に音楽が加わる

ことで効果的に伝わる

言葉から独立し、自ら生成

した形式の自由な音楽

調性（音楽の文法の

ようなもの）の発見

音楽家かつ詩人

（ワーグナー）

「今」ではあるが、

常に「過去」を含

む（残響）

舞踏、ダンスと音楽

歌詞が先か音楽が先

か舞踏が先か

それ以前の思い、感

情がある

音楽とは人の気配の

するもの

人と人とを繋ぐもの

感情を伝えたくて音

を出す。思いを音で

伝える。

言葉以前の、身体の、

生命のおののき、う

めき

踊りや絵と根を同じ

くする

何もない沈黙から始

まる。音楽はその

上で小さくノックし

ているにすぎない。

心を揺り動かす

屋根の上のバイオリ

ン弾き

帝政ロシアの支配を

受けたウクライナ・

アナテフカ村の物語



日本の音楽は？

謡曲（能）、歌舞伎、

小唄長唄、都都逸、

歌謡曲、筝曲、びわ

民謡、子守歌、安木

節、八木節、小諸馬

子唄など

短歌、俳句、連句 俳句、和歌の韻律

五七五の韻をふむ

リズムと音色、調べ

日本語の母胎は大和

ことば
二音の単語（はな、

つき、ゆき・・）と

三音（いのち、ここ

ろ、ちから・・）が

基本。

最も単純な組み合わ

せが五音）

日本語の深部から発

せられる鼓動

生きものの胸の奥で

心臓が刻むリズム

安木節、八木節など

の民謡、小諸馬子唄

も

にぎやかな中に暗い

絶望的な悲しみを含

んでいる。

日本の土の底からき

こえてくる祖先の声

歌仙、連句と

音楽の類似性

全ての詩歌は音楽的

要素を持っている

リズム、メロディー、

ハーモニー

同一リズムの連句の

相次ぐ二句の接触に

よってメロディーが

生まれ、その余響、

残像の接続によって

協和、不協和のハー

モニーが生ずる。

壮大な交響曲をなし

ている。

芭蕉の『炭俵』『猿

蓑』から着想したモ

ンタージュ技法

映画表現の新しい技

法として定着

芭蕉をはじめ日本の

連句の方が洗練され

ている

「取り合わせ」の技

法

日本の伝統的なやり

方を生かし新しい交

響曲をつくったらど

うか（寺田寅彦）

北信地方

高野辰之、中山晋平

小林一茶などの作曲

家、作詞家、詩人を

輩出している。

「日本のふるさと」

たる北信地方

日本から発する音

同時多発に響かせる

ようなことをする

今こそ音楽が大

事

足を引っ張るという

性癖をもつ地域性

もっと自由に闊達に

いろんなことをする

唱歌「ふるさと」を

歌う


